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市
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
重

大
事
故
な
ど
に
よ
る
原
子
力
災
害

の
発
生
に
備
え
、
原
子
力
災
害
広

域
避
難
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
の
防
災
機
能
の
強
化
に
加
え
、

避
難
手
段
の
確
保
や
県
内
外
の
避

難
先
に
配
備
す
る
備
蓄
品
の
購
入
、

防
災
倉
庫
の
整
備
な
ど
の
対
策
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
市
長
と
市
議

会
の
代
表
は
４
月
24
日
、
広
域
避

難
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め

に
、
内
閣
府
と
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
要
望
を
受
け
、
内
閣
府
は

｢

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
11

市
町
は
人
口
の
多
い
地
域
。
多
く

の
住
民
が
安
心
で
き
る
計
画
を
作

り
た
い
。
財
政
的
支
援
の
仕
組
み

作
り
を
進
め
て
い
る｣

ま
た
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は｢

原
子
力
へ

の
理
解
活
動
は
非
常
に
大
切
。
必

要
に
応
じ
て
国
も
説
明
を
し
た

い
。
ま
た
、
交
付
金
制
度
を
有
効

活
用
し
て
も
ら
い
た
い｣

と
話
し

ま
し
た
。

【
要
望
事
項
】

○
内
閣
府

１
、
浜
岡
地
域
原
子
力
防
災
協
議

会
の
開
催

２
、
原
子
力
災
害
対
策
に
係
る
補

助
金
の
拡
充

○
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

１
、
浜
岡
地
域
原
子
力
防
災
協
議

会
の
開
催

２
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
な
ど
の

早
期
解
決

３
、
国
に
よ
る
浜
岡
原
子
力
発
電

所
の
必
要
性
に
対
す
る
説
明

４
、
電
源
三
法
交
付
金
の
拡
充

原
子
力
災
害
に
お
け
る
緊
急
時
対
応
の

　
　
　
取
り
ま
と
め
な
ど
を
国
へ
要
望

藤枝市北
きた
方
かた
に「新野」という小字がある。そこはか

つて新野氏の屋敷があった場所とされる。現在は同
市下之郷にある長慶寺の看板（写真上）で、新野屋敷
の存在を確認することができる。
さて、同市花倉にある遍

へんしょうじ
照寺には、今川氏２代範

のり

氏
うじ
とその子氏家の墓（写真下）がある。駿府に居館を
構える前の約60年間、今川３代泰

やす
範
のり
までの「今川館」

が付近にあったとされる。その一帯には松井屋敷や
矢部屋敷、大

おお
楊
やなぎ
屋敷など有力家臣の屋敷、少し離

れて新野屋敷があり、城下集落を形成していたと考
えられる。
この頃の新野氏は、今川初代範

のり
国
くに
の従兄弟の俊国

が「弾
だん
正
しょう
少
しょう
弼
ひつ
号
ごう
新
にい の
野」と初めて「新野氏」を名乗る。

初代範国と同じ世代であり、今川一族として行動を
共にしたのであろう。新野氏初代俊国が、御前崎市
新野と関わりを持った理由は不明であるが、鎌倉御
家人であった新野氏との婚姻説、また、闕

けっしょ
所となっ

ていた新野氏の土地を領有した説がある。
※闕所：領有者のいない所領のこと。

藤枝市の「新野」地名と新野屋敷

▲花倉付近の地図（長慶寺説明看板から抜粋）

▲遍照寺の範氏・氏家墳墓

▲内閣府へ要望書を提出する
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